
＜水球陣＞関東学生リーグ第３戦 

H28.5.28 対成城大学 ＠専修大学生田プール 

東大 ６ ６ ６ ２ 計２０ 

成城 １ ４ ０ ０ 計５ 

得点者：池亀（２）、石田（２）、梶原（３）、藤目（１）、細江（３）、山田（７）、岡（１） 

 

学生リーグ 2 連勝で勢いに乗る東大。実力的に劣る成城大学に対しても、気を緩めることなく、

確実に勝利をもぎとり、インカレ出場へ向けて前進したい。 

 

第１ピリオド 

成城がセンターボールをとって第１ピリオドが始まる。開始直後、池亀のパスカットから、石田

がカウンターを決め、東大が先制点を奪取する。序盤にミドルシュートを決められ 1点を失った

ものの。東大はカウンターとミドルシュートで点数を稼ぎ、このピリオドは終始成城を圧倒した。 

 

第２ピリオド 

点差が開き、緊張の糸が切れたのだろうか。このピリオドの序盤は東大側の雑なプレーが目立っ

た。不本意な退水、パスミス、さらにルーズボールの処理が遅れるなどして、成城に 4連続得点

を決められる。この苦しい展開の中、細江がフローティングからシュートを決め、1 点を返す。

この瞬間から、流れは再び東大へ。梶原、山田がカウンター、細江がミドルを決めて、怒涛の 6

連続得点。何とか勝ち越し、第 2ピリオドを終える。 

 

第３ピリオド 

東大は強いプレスをかけ、順調にカウンターで得点を積み重ねていく。中盤、成城はフリースロ

ーから直接ゴールを狙うも、宮内が好セーブを見せ、得点を許さない。その後も、東大は泳力で

成城を圧倒して、得点を奪い、このピリオドは 6-0と完封する。 

 

第４ピリオド 

コールド勝ちまであと２点で第４ピリオドへと突入。開始早々、梶原からのパスを受けた細江が

華麗なボールさばきから得点を奪う。その後、谷口が退水を誘発して作ったチャンスから、石田

がきっちりシュートを決め、見事コールド勝ちを収めた。 

 

第２ピリオドの序盤でこそ点数を取られてしまったが、東大は終始泳力で成城を圧倒し、積極的

にカウンターを出して得点を積み重ねることができた。だが、格上の相手とあたるときは一瞬の

気のゆるみが命取りになりかねないので、仮に点差が開いても、プレーの精度をちゃんと維持で

きるように心がけたい。最後になりましたが、監督を務めてくださった疋田さん、忙しい中応援

にいらしてくださった吉田さん、洲鎌さん、ありがとうございました。 

（文責 荒川祥吾） 


